
　

七
月
六
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
福
地
茂
雄
会
長
は
、
大
相
撲
野
球

賭
博
問
題
で
、「
改
革
の
方
向
が
具
体
的
に
見
え
な
い
。」
と

し
て
、
名
古
屋
場
所
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
中
継
の
中
止
を
発

表
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
相
撲
中
継
中
止
は
、
昭
和
二
十
八
年

以
来
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
力
士
の
野
球
賭
博
に
は
呆
れ
て
し
ま
う
。

六
月
の
初
め
、
写
真
週
刊
誌
で
力
士
の
野
球
賭
博
が
報
道
さ

れ
る
と
、
当
初
相
撲
協
会
は
、
力
士
の
関
与
を
一
切
否
定
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
、
大
関
琴
光
喜
が
、
賭
博
の
勝
金
を
請

求
し
た
際
、
自
称
暴
力
団
員
の
元
力
士
か
ら
、
逆
に
口
止
め

料
と
し
て
、
三
百
五
十
万
を
脅
し
取
ら
れ
た
こ
と
が
発
覚
し

た
。
そ
し
て
、
更
に
一
億
円
を
要
求
さ
れ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
後
日
、
こ
れ
ら
は
大
嶽
親
方
（
元
貴
闘
力
）
が

琴
光
喜
を
通
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
勝
金
に
つ
い
て
も
琴

光
喜
を
通
じ
て
請
求
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
更
に

複
数
の
現
役
力
士
の
野
球
賭
博
が
発
覚
す
る
と
、
相
撲
協
会

は
力
士
に
野
球
を
含
む
違
法
賭
博
へ
の
関
与
の
自
己
申
告
を

求
め
た
。
こ
の
結
果
、
野
球
賭
博
に
二
十
九
人
、
賭
け
マ
ー

ジ
ャ
ン
、
花
札
等
へ
三
十
六
人
と
、
合
計
の
六
十
五
人
の
関

与
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

相
撲
協
会
は
第
三
者
に
よ
る
特
別
調
査
委
員
会
を
設
置

し
、
六
月
二
十
七
日
大
嶽
親
方
の
解
雇
を
は
じ
め
、
一
連
の

力
士
の
処
分
の
勧
告
を
ま
と
め
た
。

多
く
の
国
民
は
、
相
撲
関
係
者
の
根
深
い
暴
力
団
と
の
関
係

へ
の
不
信
感
が
あ
る
。
昨
年
七
月
の
名
古
屋
場
所
で
は
、
一

般
人
に
は
手
に
入
ら
な
い
土
俵
下
の
「
維
持
員
席
」
で
、
毎

日
暴
力
団
が
観
戦
す
る
な
ど
そ
の
繋
が
り
の
深
さ
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
。

　

七
月
七
日
、
警
視
庁
は
野
球
賭
博
に
関
っ
た
力
士
の
相
撲

部
屋
な
ど
三
十
数
箇
所
の
家
宅
捜
索
に
入
っ
た
。
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
た
そ
の
光
景
は
異
様
だ
っ
た
。
今
後
、
野
球
賭
博

の
実
態
解
明
は
、
警
察
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

七
月
十
一
日
よ
り
、
名
古
屋
場
所
が
始
ま
っ
た
。
全
国
民

が
注
目
し
て
い
る
。 せ

せ
ら
ぎ
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言
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
規
制
制
度

改
革
へ
の
断
固
と
し
た
対
応
が
重
要
だ
。
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
意
を
結
集
し
よ
う
。」
と
呼

び
か
け
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
１
）	

農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
に
も

と
づ
く
直
接
支
払
い

①
直
接
支
払
い
の
算
定
は
、
農
業
の
食

料
安
全
保
障
機
能
や
多
面
的
機
能
の

価
値
評
価
を
基
本
に
、
こ
の
機
能
を

維
持
す
る
た
め
の
営
農
活
動
等
に
よ

る
所
得
の
安
定
確
保
が
実
現
で
き
る

水
準
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
こ
の
直
接
支
払
い
に
加
え
、
生
物
多

様
性
保
全
、
環
境
保
全
な
ど
に
資
す

る
取
り
組
み
に
対
す
る
加
算
措
置
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

（
２
）	

需
給
・
価
格
安
定
と
所
得
確
保
を

基
本
と
し
た
政
策
の
確
立

ア
．
水
田
農
業
政
策

①
水
田
を
最
大
限
に
活
用
し
、
わ
が
国

の
主
食
で
あ
る
米
の
安
定
供
給
と
、

飼
料
用
米
等
の
振
興
に
よ
り
、
食
糧

増
産
と
自
給
率
向
上
を
は
か
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
主
食
用
米
に

つ
い
て
は
、
直
接
支
払
い
を
下
支
え

に
、
政
府
が
定
め
る
生
産
数
量
に
基

づ
き
、
需
要
に
即
し
た
計
画
生
産
、

　

Ｊ
Ａ
全
中
は
6
月
8
日
、
東
京
・
砂
防
会
館
に
お
い
て
民
主
党
、
自
民
党
な
ど
7
党
の
農
業
政
策
責
任
者
（
衆
・

参
議
院
議
員
）
に
よ
る
、
農
業
政
策
に
対
す
る
考
え
方
を
聞
く
、「
政
策
討
論
集
会
」
を
初
め
て
開
き
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
宮
崎
県
を
除

く
全
国
46
都
道
府
県
の
Ｊ

Ａ
・
連
合
会
役
職
員
ら
約
１
、

０
０
０
人
が
駆
け
付
け
ま
し

た
。
本
県
か
ら
は
、
県
連
・

専
門
連
役
職
員
、
西
冨
県
青

協
委
員
長
、
野
中
県
女
性
協

会
長
ら
12
人
が
参
加
し
ま
し

た
。　

　

茂
木
全
中
会
長
は
開
会
の

挨
拶
で
、「
生
産
現
場
は
農

業
所
得
の
増
大
や
農
村
の
活

性
化
を
切
実
に
願
っ
て
い
る
。

所
得
を
増
大
さ
せ
る
政
策
を

確
立
し
て
欲
し
い
。」
と
述
べ
、

各
党
の
農
業
政
策
へ
の
反
映

を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
冨

士
全
中
専
務
が
Ｊ
Ａ
の
政
策

提
言
（
後
掲
）
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
石
井
勇
人
氏

（
共
同
通
信
社
編
集
委
員
）
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
始

ま
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
本
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

対
策
を
踏
ま
え
、
ま
ず
、
民

Ｊ
Ａ
全
中
が「
政
策
討
論
集
会
」を
初
め
て
開
く

▲討論集会に参加した７党の農業政策責任者

主
党
の
一
川
保
夫
参
議
院
議
員
が
「
将
来
に

わ
た
り
安
心
し
て
農
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

生
産
コ
ス
ト
割
れ
に
対
し
再
生
産
が
可
能
な

所
得
を
補
償
す
る
の
が
基
本
だ
。
ま
た
、
中

山
間
地
な
ど
の
条
件
不
利
地
は
公
的
に
し
っ

か
り
支
え
る
。」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
自
民
党
の
宮
腰
光
寛
衆
議

院
議
員
は
「
恒
常
的
な
赤
字
に
対
す
る
補
償

で
は
な
く
、
農
業
の
多
面
的
機
能
を
正
当
に

評
価
す
る
、
日
本
型
の
直
接
支
払
制
度
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
。」
と
、
民
主
党
と
の
違
い

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立
、
早
急

な
過
剰
米
対
策
の
必
要
性
、
農
林
漁
業
の
6

次
産
業
化
の
推
進
、
規
制
制
度
改
革
対
策
な

ど
に
つ
い
て
、
各
党
間
で
活
発
な
論
戦
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄

疫
に
つ
い
て
の
特
別
決
議
が
な
さ
れ
、
全
中

畜
産
・
酪
農
委
員
会
の
川
井
田
畜
産
委
員
長

が
、
一
刻
も
早
い
口
蹄
疫
の
終
息
と
生
産
者

の
経
営
回
復
を
は
か
る
た
め
、「
全
国
の
組
合

員
と
役
職
員
が
協
同
の
力
を
発
揮
し
て
、
口

蹄
疫
に
苦
し
む
農
家
と
地
域
を
全
力
で
支
援

す
る
。」
と
宣
言
し
、
参
加
者
全
員
で
採
択
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
田
代
全
中
副
会
長
は
「
政
策
提

Ｊ
Ａ
の
政
策
提
言
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棚
上
げ
備
蓄
な
ど
の
出
口
対
策
で
需

給
・
価
格
の
安
定
対
策
を
確
立
す
る

必
要
が
あ
る
。

②
水
田
利
活
用
交
付
金
に
お
け
る
全
国

一
律
単
価
に
よ
る
支
援
に
加
え
、
地

域
裁
量
に
基
づ
く
水
田
農
業
の
協
同

の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
対
策
を
よ

り
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③
特
に
、
21
年
産
米
に
つ
い
て
は
、
政

府
の
需
要
見
通
し
を
大
幅
に
下
回
る

販
売
不
振
と
価
格
下
落
が
続
い
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
農
家
の
経
営

や
米
モ
デ
ル
事
業
、
今
後
の
需
給
・

価
格
安
定
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
か

ら
、
政
府
の
棚
上
備
蓄
の
速
や
か
な

実
施
に
よ
る
需
給
調
整
対
策
が
必
要

で
あ
る
。

イ
．
畜
産
・
酪
農
政
策

①
畜
産
政
策
に
つ
い
て
は
、
畜
種
ご
と

の
価
格
や
コ
ス
ト
の
変
動
に
対
応
し

て
、
経
営
安
定
・
所
得
確
保
が
は
か

れ
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

②
肉
用
子
牛
補
給
金
単
価
や
マ
ル
キ
ン

補
て
ん
水
準
の
引
き
上
げ
な
ど
、
現

行
対
策
を
よ
り
充
実
・
強
化
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

③
酪
農
政
策
に
つ
い
て
は
、
加
工
向
け
の

支
援
対
策
を
充
実
・
強
化
し
国
産
乳
製

品
の
生
産
拡
大
、
需
給
と
価
格
の
維
持

機
能
の
強
化
、
生
産
者
所
得
の
向
上
を

は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ウ
．
野
菜
・
果
樹
政
策

①
野
菜
政
策
に
つ
い
て
は
、
指
定
品
目

の
拡
大
や
補
て
ん
基
準
の
引
き
上
げ

な
ど
の
拡
充
・
強
化
を
は
か
る
必
要

が
あ
る
。

②
果
樹
政
策
に
つ
い
て
は
、
収
入
減
少

を
生
産
者
と
国
の
積
立
て
に
よ
り
補

て
ん
す
る
、
経
営
安
定
対
策
の
創
設

が
必
要
で
あ
る
。

（
３
）	

地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
に

対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
の

確
立

①
市
町
村
で
策
定
す
る
農
業
基
本
構
想

や
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
、
Ｊ
Ａ

の
地
域
農
業
戦
略
等
で
位
置
づ
け
ら

れ
た
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
組
織
、

農
業
生
産
法
人
等
を
、
地
域
農
業
を

将
来
に
わ
た
っ
て
支
え
る
担
い
手
と

し
て
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と
に
多
様

な
担
い
手
を
育
成
す
べ
き
で
あ
る
。

②
地
域
・
作
物
ご
と
に
、
生
産
者
拠

出
な
ど
担
い
手
自
ら
の
取
り
組
み
を

前
提
と
し
て
、
価
格
や
収
入
の
変
動

が
経
営
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

（
４
）	

Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
対
策
と
食
料
安

全
保
障
政
策
の
確
立

①
食
料
自
給
率
の
極
端
に
低
い
わ
が
国

に
お
け
る
食
料
安
全
保
障
は
、
適
切

な
国
内
生
産
の
維
持
を
基
本
に
、
備

蓄
と
輸
入
の
組
み
合
わ
せ
で
確
保
す

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
関
税
の

大
幅
削
減
を
前
提
と
し
た
所
得
補
償

で
は
な
く
、
重
要
品
目
に
つ
い
て
は

適
切
な
関
税
水
準
を
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

②
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
交

渉
に
つ
い
て
は
、
農
産
物
関
税
の
大

幅
な
削
減
と
関
税
割
当
数
量
の
大
幅

な
増
大
等
を
求
め
る
現
在
の
議
長
案

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
多
様
な
農

業
が
共
存
で
き
る
新
た
な
農
産
物
貿

易
ル
ー
ル
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

③
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
あ
く
ま
で
も
Ｗ

Ｔ
Ｏ
の
補
完
と
し
て
位
置
付
け
、
交

渉
相
手
国
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

食
料
安
全
保
障
の
視
点
や
自
由
化
困

難
な
品
目
へ
の
適
切
な
配
慮
な
ど
、

交
渉
戦
略
を
再
確
立
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

（
５
）	

規
制
・
制
度
改
革
対
策

①
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
の
共
同
販
売
・
共
同

計
算
や
共
同
施
設
利
用
な
ど
の
共
同

経
済
事
業
を
支
え
て
い
る
独
占
禁
止

法
の
適
用
除
外
制
度
は
、
欧
米
に
お

い
て
も
公
正
な
競
争
秩
序
を
維
持
す

る
と
い
う
主
旨
か
ら
、
協
同
組
合
に

対
し
て
同
様
に
措
置
さ
れ
て
お
り
、

協
同
組
合
活
動
を
支
え
る
制
度
と
し

て
引
き
続
き
措
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
株
式
会
社
と
は
異
な
る
協
同
組
合
で

あ
る
Ｊ
Ａ
経
営
の
健
全
制
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
独
自

の
相
互
扶
助
の
仕
組
み
で
あ
る
破
綻

未
然
坊
止
の
取
り
組
み（
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）
を
有
効
に

機
能
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
中
央

会
監
査
制
度
を
維
持
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
。

～
集
会
当
日
の
全
中
資
料
よ
り
～

　

７
月
４
日
、
宮
崎
市
に
お
い
て
新
た
に
口
蹄

疫
の
疑
い
が
あ
る
牛
1
頭
が
確
認
さ
れ
、
同
農

場
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
16
頭
す
べ
て
が
、
同
日

殺
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
、
６
月
18
日
以
降
新
た
な
発
生
が
な
け

れ
ば
、
７
月
16
日
に
宮
崎
県
内
全
域
に
お
い
て

移
動
・
搬
出
制
限
が
解
除
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
２
９
２
例
目
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
制
限
解
除
は
7
月
27
日
以
降
に
ず

れ
込
む
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
感
染
畜
・
擬
似
感
畜
お
よ
び

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
家
畜
の
殺
処
分
と
埋

却
作
業
を
完
了
し
た
頭
数
は
、
27
万
６
千
頭
に

達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
県
で
飼
育
さ
れ

て
い
る
牛
や
豚
の
2
割
強
に
あ
た
り
、
畜
産
農

家
は
大
き
な
経
済
的
損
失
と
心
理
的
ダ
メ
ー
ジ

を
被
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
終
息
に
向
け
た
更
な
る
防
疫
態
勢

の
徹
底
は
も
と
よ
り
、
行
政
や
関
係
団
体
等
に

よ
る
資
金
繰
り
や
雇
用
と
い
っ
た
総
合
的
な
対

策
や
、
畜
産
農
家
を
細
や
か
に
支
援
す
る
体
制

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
処
理
の
状

態
で
各
地
の
農
場
に
大
量
に
残
っ
て
い
る
糞
尿

の
処
理
も
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
は
、
７
月
11
日
か
ら
順
次
家

畜
市
場
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
22
箇

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
の
、

通
行
車
両
の
消
毒
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
熊
本
県
農
協
口
蹄
疫
対
策
本
部
」

が
先
に
行
っ
た
、
国
、
県
等
に
対
し
て
の
支
援

要
請
の
実
現
に
向
け
て
、
一
層
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

口
蹄
疫 

制
限
解
除
延
期
に
！
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女性部活動報告
■ＪＡあまくさ女性部■

　ＪＡあまくさ女性部は１３支部からなり、野中育代部
長を中心に部員数は 2,281 名。高齢化に伴う部員数減
少が悩みの中、昨年は御所浦町にも新たに女性部が立ち
上がりました。
　本年度は、目的別グループやフレッシュミズの育成に
力を入れていきたいと思います。１３支部それぞれに特
色ある活動をしています。ほんの一部ですが紹介します。

御所浦支部 始動！

小学生と郷土料理教室を開催

「フレッシュミズ部会」総会開く

　昨年１０月に御所浦支部が設立しました。
　第１回目の活動は、部員５人と支所長も参加してのクラフトバッグ作り。試行錯誤しなが
ら、悪戦苦闘の約５時間。その甲斐あって、それぞれに雰囲気の違うとてもよいバッグが完
成！帰る頃には、「また今度は大きめのバッグに挑戦したいです。」
と意欲を燃しています。
　黒田支部長は「御所浦支部の活動は、今始まったばかりです。土
地柄、何をするにも不便な部分もありますが、たくさんの活動を通
して会員を増やし、実のある部に育っていければと思います。」と
話しました。
　これからも御所浦支部は会員募集です。ぜひご参加ください！

　有明支部は２月２６日、小学生と郷土料理教室を開きました。郷土料理は、その土地で採れる
食材を使った昔から伝わる家庭料理。伝統の味を次世代を担う子供たちに伝え、部員自身が塩・
しょうゆ・砂糖などの基本的な味付けを確かめ、食生活を見直そうと今回の料理教室を計画し
ました。

　料理教室には、部員１１人と、天草市立浦和小学校５年生ら２５人が
参加。実習の前に、園村早知恵総支部長が郷土料理について説明しまし
た。同じだご汁でも、県内ではその土地で採れる野菜や魚介類を使った
様々なだご汁があり、児童は興味深い様子で話に聞き入っていました。
　実習では、有明町特産の干しダコを使った『たこめし』など３品を作
りました。手間がかかり家庭で作ることが少なくなっている郷土料理で
すが、試食した児童は「味がしみ込んでいて、とてもおいしい。お家でも
作って食べたいです。」と部員に笑顔で話していました。

　フレッシュミズ部会は６月１９日、天草市内で第４回の総会を開きました。フレッシュミズ会
員７０名出席のもと、２００９年度収支決算など提出
された議案について審議し、全て承認されました。
　２０１０年度は、フレッシュミズの集いや研修など
を行い、若い女性の輪を広げ、充実した活動を展開しま
す。
　また、総会終了後ミニバレー大会を行い、和気あいあ
いの中、フレッシュミズ部会の親睦を深めました。
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Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
果
樹
協
議
会
々
長
福
田
さ
ん

を
取
材
し
ま
し
た
。福
田
さ
ん
は
、昭
和
24
年
9

月
生
ま
れ
の
60
歳
。

　

名
城
大
学
農
学
部
（
果
樹
専
攻
）を
卒
業
と

同
時
に
就
農
し
、柑
橘
園
約
４
ha
を
経
営
。そ
の

内
訳
は
デ
コ
ポ
ン
２
ha
、天
草
晩
柑
１
・
５
ha
、 

ポ
ン
カ
ン
０
・
５
ha
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。家
族

構
成
は
、93
歳
の
お
母
さ
ん
と
保
育
士
の
奥
さ

ん
の
3
人
家
族
。3
人
の
娘
さ
ん
は
、そ
れ
ぞ
れ

家
を
離
れ
て
就
職
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
が
子
ど
も
の
頃
は
、水
田
、み
か
ん
栽
培

の
他
に
豚
や
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て
お
り
、家
の

手
伝
い
を
よ
く
し
た
も
の
で
す
。そ
し
て
、昭
和

30
年
頃
、当
時
高
値
で
あ
っ
た
ポ
ン
カ
ン
を
父

が
導
入
し
、今
日
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。し
か

し
、徐
々
に
値
が
下
が
り
、約
15
年
前
に
デ
コ
ポ

ン
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。」と
デ
コ
ポ
ン
導
入
ま

で
の
経
緯
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

■
兄
弟
3
人
で
の
共
同
作
業

　

４
ha
も
の
柑
橘
園
経
営
。そ
の
う
ち
２
ha
の

デ
コ
ポ
ン
は
、路
地
１
・
１
ha
、ハ
ウ
ス
０
・
９
ha

（
加
温
75
ａ
、ビ
ニ
ー
ル
15
ａ
）の
農
作
業
は
、大

変
な
も
の
で
す
。「
主
な
労
働
力
は
、ふ
た
つ
ず

つ
歳
の
離
れ
た
弟
2
人
で
す
。過
去
に
は
分
離

独
立
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、給
料
制
に
よ
る

今
の
方
法
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。た

だ
、収
穫
の
最
盛
期
に
は
3
人
の
労
働
力
で
は

不
足
し
ま
す
の
で
、7
～
8
人
の
パ
ー
ト
の
方

に
延
べ
一
ヶ
月
お
願
い
し
て
い
ま
す
。家
内
も

保
育
士
の
仕
事
が
休
み
の
時
に
は
手
伝
っ
て
く

れ
ま
す
。木
に
も
ス
イ
ス
イ
登
り
ま
す
よ
。」と

笑
っ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

順
風
満
帆
に
見
え
る
福
田
さ
ん
の
経
営
で
す

が
、「
平
成
3
年
の
台
風
17
・
19
号
で
は
ポ
ン
カ

ン
の
１
／
３
は
倒
木
し
、果
実
の
収
穫
は
皆
無

に
等
し
い
被
害
に
遭
っ
た
時
が
最
も
辛
か
っ

た
。」。

■
年
内
出
荷
量
県
下
№
1
を
達
成
！

　

果
樹
協
議
会
は
、柑
橘
部
会
（
２
６
０
名
）、枇

杷
部
会
（
68
名
）、栗
部
会
（
27
名
）の
3
部
会
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。柑
橘
部
会
の
部
会
長
で
も

あ
る
福
田
さ
ん
は
、13
年
前
に
同
志
と
施
設
デ
コ

ポ
ン
研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
67
名
の
会

員
に
よ
る
毎
月
定
例
の
会
合
や
先
進
地
視
察
研

修
を
行
い
、栽
培
技
術
の
向
上
を
目
指
し
研
鑽
し

ま
し
た
。そ
の
結
果
、Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
は
5
年
前

か
ら
お
歳
暮
用
デ
コ
ポ
ン
の
年
内
出
荷
量
が
、宇

城
、芦
北
を
抜
い
て
県
下
№
1
に
な
り
ま
し
た
。」

と
の
こ
と
。

■
好
き
な
言
葉

　

熟
慮
断
行　
「
よ
く
よ
く
考
え
た
う
え
で
思

い
切
っ
て
実
行
す
る
。―
実
は
家
の
鴨
居
に（
乃

木
）希
典
と
署
名
さ
れ
た
こ
の
掛
け
軸
が
、私
が

生
ま
れ
る
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。落
款
が
な

い
の
で
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん

が
、な
ん
で
も
鑑
定
団
に
出
し
て
み
よ
う
か
？

―
」と
楽
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
夢
大
地
館
に
出
荷
中

　
「
夢
大
地
館
」
は
Ｊ
Ａ
鹿
本
の
直
売
所
と
し

て
、
今
年
３
月
に
開
店
し
ま
し
た
。
店
内
に

は
季
節
の
野
菜
や
惣
菜
が
い
っ
ぱ
い
。
そ
こ

で
今
が
旬
の
ス
イ
カ
と
、
こ
れ
か
ら
が
旬
と

い
う
メ
ロ
ン
を
出
荷
し
て
い
る
前
田
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

■
ス
イ
カ
と
メ
ロ
ン
、
い
か
が
で
す
か

　

前
田
さ
ん
宅
で
は
、
３
月
～
６
月
ス
イ
カ
を
、

７
月
か
ら
肥
後
グ
リ
ー
ン
メ
ロ
ン
、
８
月
か
ら

冬
ま
で
は
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
を
出
荷
し
て
い
ま

す
。
現
在
ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
出
荷

し
て
い
る
農
家
は
４
、５
軒
。
そ
れ
ぞ
れ
出
荷

日
を
ず
ら
し
、
お
互
い
に
重
な
り
す
ぎ
な
い
様

注
意
し
て
い
ま
す
。「
直
販
所
に
あ
わ
せ
て
出

荷
す
る
の
で
、
収
穫
予
定
日
か
ら
逆
算
し
て
、

定
植
時
期
を
割
り
出
し
て
い
ま
す
。」

　

直
売
所
へ
の
出
荷
は
、
主
に
前
田
さ
ん
が
担

当
。
１
日
に
つ
き
大
玉(

種
無
し
）
10
個
、
小

玉(
ひ
と
り
じ
め
）
20
個
ほ
ど
出
荷
。
品
切
れ

に
な
ら
な
い
様
、
昼
に
補
充
に
行
き
ま
す
。

■
中
身
も
外
身
も
こ
だ
わ
り
を

　

出
荷
す
る
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
に
は
糖
度

チ
ェ
ッ
ク
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
甘
さ
に
当
た

り
外
れ
の
な
い
様
、
光
セ
ン
サ
ー
糖
度
計
で

チ
ェ
ッ
ク
。
さ
ら
に
い
く
つ
か
は
、実
を
切
っ

て
、
果
汁
か
ら
糖
度
を
計
り
ま
す
。

　

市
場
を
通
さ
ず
、
直
接
売
り
場
に
出
す
の

で
、
見
た
目
、
箱
、
シ
ー
ル
な
ど
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
ま
で
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
お
か
げ
で
仕
事
時
間
が
増
え
ま
し
た
。」
と

の
こ
と
。

　

箱
は
２
年
が
か
り
で
制
作
し
た
２
個
入
り

の
物
。
山
鹿
灯
篭
踊
り
の
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
、

山
鹿
出
身
の
人
が
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
様
な

上
品
な
仕
上
が
り
に
。
ば
ら
売
り
の
も
の
に

も
山
鹿
灯
篭
の
シ
ー
ル
を
は
り
、
山
鹿
産
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
商
品
を

　
「
子
供
の
中
体
連
の
応
援
に
、
家
族
み
ん
な

で
出
か
け
た
時
、
直
売
所
の
ス
イ
カ
が
売
り

切
れ
た
と
い
う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
帰
宅

後
、
大
慌
て
で
収
穫
し
、
出
荷
し
ま
し
た
。」

と
い
う
前
田
さ
ん
。
栽
培
中
だ
け
で
な
く
、

販
売
し
て
い
る
間
も
目
が
離
せ
な
い
様
で

す
。
し
か
し
、「
直
売
所
で
『
美
味
し
か
っ
た

か
ら
ま
た
買
い
に
来
た
』、『
美
味
し
か
っ
た

よ
』
と
い
う
お
客
様
の
声
を
聞
く
時
が
う
れ

し
い
。」と
の
こ
と
。

　

前
田
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
の
抱
負

と
し
て
、「
こ
れ
か

ら
も
、
美
味
し
く

て
安
全
な
商
品
を

作
り
た
い
で
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ガンバッテいます

生産者　前田　栄子さん

福田　賢二さん

ＪＡかもとファーマーズマーケット「夢大地館」

ＪＡ本渡五和　果樹協議会々長

▲直売所の様子
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熊
本
県
、
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
、
ハ
ウ
ス
食
品

㈱
は
６
月
22
日
、
熊
本
市
で
地
産
地
消
と
県

産
農
畜
産
物
の
生
産
振
興
、
消
費
拡
大
を
目
的

と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
「
熊
本
県
産
夏

野
菜
を
使
っ
た
ご
当
地
カ
レ
ー
レ
シ
ピ
」
を
発

表
、
共
同
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
三
者
が

官
民
一
体
で
、
食
糧
自
給
率
の
向
上
を
目
指
す

「
２
０
１
０
年
夏
カ
レ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
ニ
ッ
ポ

ン
」を
展
開
し
ま
す
。　

夏
野
菜
カ
レ
ー
に
は
、

熊
本
特
産
の
ト
マ
ト
（
全
国
１
位
）
と
ナ
ス
（
同

２
位
）
を
主
役
と
し
て
取
り
入
れ
、
旬
で
栄
養

満
点
の
夏
カ
レ
ー
と
し
て
売
り
出
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
２
カ
月
間
、
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
石
川
遼
さ
ん
を
使
っ
た
熊
本
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｍ
を
流
す
ほ
か
、
８
月
中
旬
ま
で
県

内
ス
ー
パ
ー
44
店
舗
で
、
同
カ
レ
ー
の
試
食
販

売
を
行
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
・
Ｊ
Ａ
農
機
自
動
車
技
術

指
導
士
会
は
、
６
月
21
日
、
農
作
業
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
、
農
家
組
合
員
の
農
作
業
安
全
意

識
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
同
経
済
連
で
「
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
く
ま
も
と
農
作
業
安
全
運
動
」
の

出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、県
下
各
地
域
を
広
報
車
で
巡
回
し
、

農
家
組
合
員
に
農
作
業
安
全
の
重
要
性
、
意

識
向
上
を
訴
え
る
こ
と
が
目
的
。
期
間
は
、
７

月
20
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
で
、
同
経
済
連
や
Ｊ

Ａ
の
農
機
関
係
者
が
巡
回
を
担
当
し
ま
す
。
ま

た
、７
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
９
ヶ
月
間
は
、

Ｊ
Ａ
の
農
機
関
係
車
両
に
農
作
業
安
全
標
語
の

入
っ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
張
り
、
各
管

内
巡
回
で
農
作
業
安
全
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

農
業
機
械
安
全
作
業
の
５
原
則
は
、
①
取
扱

説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
技
術
を
身
に

つ
け
る
②
点
検
整
備
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め

て
か
ら
③
日
常
点
検
・
点
検
整
備
を
忘
れ
ず
に

④
だ
ろ
う
運
転
は
危
険
な
た
め
、
安
全
確
認
を

十
分
に
⑤
作
業
は
体
に
あ
っ
た
服
装
で
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
も
忘
れ
ず
に
、
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
と
各
連
合
会
は
６

月
30
日
、
熊
本
市
で
通
常
総
会
を
開
き
、

２
０
０
９
年
度
事
業
報
告
を
承
認
し
ま
し

た
。

　

中
央
会
は
、
①
『
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
共
通

農
業
戦
略
』
を
軸
と
し
た
生
産
基
盤
の
再
構

築
②
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
生
活
の
実

現
と
組
織
基
盤
の
確
立
③
経
営
基
盤
の
再
構

築
ー
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

経
済
連
は
、
販
売
事
業
の
強
化
を
最
優
先

課
題
と
位
置
付
け
、
生
産
者
手
取
り
の
最
大

化
に
取
り
組
み
、
取
扱
高
で
は
、
販
売
事
業

９
７
４
億
円
で
計
画
対
比
１
０
０
・
２
％
を

達
成
。
総
取
扱
高
は
計
画
対
比
１
０
２
・
１
％

の
１
，
７
１
５
億
円
で
し
た
。

　

厚
生
連
は
、
①
新
た
な
Ｊ
Ａ
健
康
管
理
活

動
の
推
進
②
信
頼
さ
れ
る
健
診
活
動
と
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
ー
等
を
重
点
的
に
行

い
ま
し
た
。

　

園
田
俊
宏
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
長
は
、
口
蹄

疫
へ
の
本
県
に
お
け
る
防
疫
対
策
の
実
施

や
、『
農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
向
け
た
政

策
提
言
』
な
ど
に
触

れ
「
会
員
Ｊ
Ａ
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
取
り
組
み
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
中

央
会
は
６
月
９

日
、
熊
本
市
で

「
県
下
統
一
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
標
語
」
の
優

秀
賞
の
表
彰
式

を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
近
年
Ｊ

Ａ
に
お
け
る
不

祥
事
の
発
生
が

相
次
ぐ
中
、
熊
本
県
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
連
絡

会
議
が
、
県
下
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
遵
守
）
意
識
の
成
熟
や
、
職
員
全

体
の
不
祥
事
未
然
防
止
に
向
け
た
風
土
醸
成
を

図
る
目
的
で
、
県
下
か
ら
標
語
を
募
集
し
た
も

の
で
す
。
応
募
総
数
は
５
６
５
点
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
不
正
を
行
わ
な
い
役
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
の
向
上

『
一
度
だ
け
そ
れ
が
不
正
の
第
一
歩
』

Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ　

北
部
営
農
セ
ン
タ
ー

●
不
正
行
為
を
発
見
・
防
止
す
る
内
部
監
査
体

制
・
内
部
牽
制
体
制
の
向
上

『
法
令
は
「
う
っ
か
り
」「
知
ら
ず
に
」
許
さ
な
い
』

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連　

畜
産
生
産
指
導
課　
　

清
田
久
美
子

●
不
祥
事
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
職
場
風
土

作
り
の
向
上

『
役
職
員
一
人
ひ
と
り
が
Ｊ
Ａ
品
質
』

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き　

福
祉
部　

坂
本
由
美
子

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
連
合
会
通
常

総
会
開
く

熊
本
県
下
統
一
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
標
語
決
ま
る
！

熊
本
県
・
経
済
連
・
ハ
ウ
ス
食
品

㈱
で
共
同
記
者
会
見

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
業
機
械
農
作
業

安
全
出
発
式

▲園田会長から表彰をうけた受賞者

▲トマトとなすの夏野菜カレー

…
… 

Ｊ
Ａ
中
央
会 

…
…

…
… 

Ｊ
Ａ
経
済
連 

…
…

▲挨拶をする上村経済連会長
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Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
毎
年 

小
学
生
・
中
学
生

を
対
象
と
し
た
「
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
作
品
募
集
の
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
小
学
生
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
夏
休

み
を
利
用
し
て
作
品
の
制
作
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の

中
か
ら
特
別
賞
に
輝
い
た
作
品
は
全
国
大
会

に
出
品
さ
れ
、
全
国
大
会
で
入
賞
す
る
と
、

東
京
で
の
表
彰
式
へ
の
ご
招
待
が
あ
り
ま

す
。

　

作
品
応
募
の
締
切
は
９
月
７
日
（
火
）
で

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お

近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.ko
-tsu

-an
ze
n
.jp
/1
1
/

Ｊ
Ａ
共
済　

全
国
小
・
中
学
生

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集
！

【
作
品
の
規
格
】

半
紙
の
部
…
半
紙
（
タ
テ
約
32
・
５
㎝
×
ヨ

コ
約
24
㎝
）
た
だ
し
、
美
濃
紙
等
は
使
用
し

な
い
こ
と

条
幅
の
部
…
画
仙
紙
半
切
大
（
タ
テ
約

１
３
６
㎝
×
ヨ
コ
約
35
㎝
）
表
装
・
裏
打
ち
・

押
印
等
は
し
な
い
こ
と
。

学
年
・
氏
名
の
記
入
方
法
…

　
　
（
学
年
）　
（
氏
名
）

　
　

○ 

年　
　

 

○
○
○
○

※
小
・
中
学
生
の
別
、
学
校
名
等
を
記
入
し

た
も
の
は
審
査
対
象
外
で
す
。

◆
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
◆

①
こ
ど
も
向
け
ま
た
は
歩
行
者
向
け
の
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
（
児
童
・
生
徒
に
交
通
法

規
や
規
則
を
守
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の
）

②
運
転
者
向
け
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
（
車

を
運
転
す
る
人
に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
る
も
の
）

【
作
品
の
規
格
】

用
紙
…
Ｂ
３
判
（
36
・
４
㎝
×
51
・
５
㎝
）

画
材
…
描
画
材
料
は
特
に
制
限
を
設
け
ま
せ

ん
。

資
格
…
他
の
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
応
募
し
て
い

な
い
も
の
で
、
か
つ
模
作
で
な
い
も
の
。
交

通
法
規
や
規
則
に
反
し
な
い
も
の
。
固
有
の

名
称
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

　ＪＡグループでは、安全・安心な国産農畜
産物を提供する取り組みとともに、食のあり
方や食料自給率の向上をアピールするため、

「食は、日本の未来。」をテーマに「みんなの
よい食プロジェクト」を展開しています。
■「笑顔プロジェクト」って？
　JA グループが「みんなのよい食プロジェク
ト」の一環として行っている「笑顔プロジェ
クト」をご存知ですか？フルネームは「全国
高校生対抗ごはん DE 笑顔プロジェクト選手
権」。食や農に興味を持つ高校生が日本の未来
を前向きに変えていくために、競い合いなが
ら考え、行動するコンテストです。参加する
高校生は「ふるさとのみんなを笑顔」にする
ことを目標に「新・地域ブランド」の開発計
画（プロジェクト）に取り組みます。
　課題は地域の「農」とつながること。新た
な「食」を生み出すこと。そして、「ふるさと」
の人々と手を取り合って地域に笑顔をもたら
すこと。半年にわたる活動、そして地区大会

（全国５ブロック）と東京で開催される決勝大
会を通して、高校生たちが自分たちの地域を

←正解は裏面へ

…
… 

Ｊ
Ａ
共
済
連 

…
…

コラム 食と農
見つめ、日本の食と農の未来を様々な視点か
ら学び、考え育っていく事業となることを目
指します。そして、高校生たちの熱いパワーが、
日本中を笑顔で元気にする原動力となること
を願っています。
■エントリーはホームページから！
　同じ高校に在籍中の３名以上でチームを
組み、「笑顔プロジェクト」のホームページ
（http://www.egao-p.com/）からエントリー
します。
■現在エントリー受付中！
　８月末まで「笑顔プロジェクト」のエント
リーを受け付けます！皆様も地元の高校生に
ぜひ声をかけてみてください！

「よい食クイズ」

Ｑ . イネの葉を食べてしまう
カメムシがいる。

ウソ？ ホント？

◆書道コンクール課題◆

区　分 半紙の部 条幅の部

　

小
学
生

第１学年 ま め つ み き

第２学年 す が た と ん ぼ

第３学年 な わ と び く わ の 実

第４学年 気 球 大 き な 空

第５学年 畑 の 作 物 高 い 理 想

第６学年 無 限 の 力 新しい発見

中
学
生

第１学年 太 陽 電 池 理想の実現

第２学年 農 業 体 験 郷土の伝統

第３学年 国 際 理 解 生命の神秘
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全
長
は
17
㎝
前
後
、
ス
ズ
メ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、

く
ち
ば
し
が
長
く
頭
が
大
き
い
。
頭
、
頬
、
背

中
は
青
く
、
頭
に
は
鱗
の
よ
う
な
模
様
が
あ
る
。

こ
の
美
し
い
外
見
か
ら
「
渓
流
の
宝
石
」
と
も

呼
ば
れ
、
宝
石
の
ヒ
ス
イ
は
こ
の
鳥
の
羽
の
色

に
由
来
し
て
名
付
け
ら
れ
た
。
カ
ワ
セ
ミ
の
漢

字
を
「
翡
翠
」
と
も
書
く
所
以
で
あ
る
。

カ
ワ
セ
ミ
の
ね
ら
い
誤
る
濁
り
か
な
（
子
規)

●
盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や
周
辺
地
域
の
話
題
、

写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ
Ａ
本
・

支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

●
カ
ワ
セ
ミ(

川
蝉
、
翡
翠)

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
目
カ
ワ
セ
ミ
科
の
鳥

あ
と
が
き

【よい食クイズ】

答え：ウソ
　イネに被害をあたえるカメムシは、若いモミに細長い口

先を差し込んで養分を吸います。そのさした部分が茶色く

変色して、お米に残ってしまいます。変色したお米は「は

んてん米」と呼ばれ、見た目や品質が悪くなります。
出展：ＪＡ全中発行「ごはんぢゃワンのお米クイズ（科学編）」より転載

10481050158

詳しくは、お近くの JA（農協）へ
お問い合わせください。
■ホームページアドレス
　http://www.ja-kyosai.or.jp

安
心
を
選
ん
で
組
み
合
わ
せ
る

新
し
い
医
療
保
障
で
す
。

サンキューふれあいキャンペーン実施中！　http://www.3qja.jp

ＪＡグループ熊本

毎月18日は、「弁当の日」

基本的ルール…

役職員自らが
①県産品・国産の素材を購入します
②自分で作って持参します

「みんなのよい食プロジェクト」の一環として、食への
理解促進と自給率向上、米の消費拡大等を役職員全員
で取り組みましょう。 JA熊本中央会
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